
　12月６日（土）、町陸上競技協会主催による「金栗四三
杯なごみ子ども駅伝大会」が、全６区間８.６㎞の三加和公
民館周辺コースにて開催されました。
　町内の小学校から８チームが出場。小学３年生から６年
生の子どもたちが、保護者や地域の人たちの温かい声援
を受けながら、友情のタスキをつなぎ健脚を競いました。
　主な成績は次のとおりです。
【総合の部】　
優勝　三加和小　　三加和レジェンド
（選手：渕上雄馬、一丸 遼、武田勇輝、福山周作、田代 圭、松尾泰志）

２位　菊水南小　　花簇ランナーズ
（選手：下田真宗、杉本叶夜、成松昇悟、安藤来晃、池田海翔、前渕咲太朗）

３位　菊水中央小　中央ランナーズ
（選手：坂本 陸、江藤昂太、柴尾直紀、赤星 遼、石原康生、石原 優）

【区間賞】
●男子　
１区　坂本　陸（菊水中央）　２区　一丸　遼（三加和）　　３区　柴尾直紀（菊水中央）
４区　福山周作（三加和）　　５区　池田海翔（菊水南）　　６区　松尾泰志（三加和）
●女子
１区　里﨑舞羽（三加和）　　２区　坂本　華（菊水中央）　３区　大山爽良（菊水中央）
４区　中山楓花（三加和）　　５区　仲田ひな（三加和）　　６区　北原花帆（三加和）
【持久走の部】
１位　柴尾香澄（菊水中央）　　２位　竹下　和（三加和）　　３位　澤田慶介（菊水中央）

　正月の風物詩として定着した東京箱根間往復大学駅
伝競走（通称：箱根駅伝）は、本町出身で「日本マラソンの
父」と称される故･金栗四三氏が創設された大会です。
　本町では、金栗氏の名前を箱根駅伝の歴史に刻むと
ともに、町のＰＲにつながればと考え、平成15年に関東
学生陸上競技連盟へ申し出を行った結果、第80回大会
から最優秀選手賞が設けられ「金栗四三杯」の贈呈がス
タートしました。本町から寄贈している「金栗四三杯」の
カップは、金栗氏が1911年ストックホルム五輪国内予
選会で、当時の世界最高記録を塗り替えて優勝し受賞
された時のカップを複製したもので、箱根駅伝の閉会式
において和水町長が毎年授与しています。
　第91回を迎えた今大会では、出場20回目の青山学
院大学が往路、復路ともに制し、悲願の総合優勝を成し
遂げました。
　また、最優秀選手賞には往路5区(23.2㎞)で、先行する駒澤大学を逆転し先頭に立ち、1時間16分15秒の
驚異的なタイムで山上り区間を制した青山学院大学の神野大地選手が選ばれ、福原町長から金栗四三杯が授
与されました。

「第91回箱根駅伝」最優秀選手賞「金栗四三杯」を授与
～神野大地選手（青山学院大学）～

金栗先生に続け！ なごみっ子！
～第14回金栗四三杯なごみ子ども駅伝大会～

　１月１１日（日）、菊池川白石堰河川広場で、平
成２７年和水町消防出初式が開催されました。
　髙岡成輔団長率いる322人の消防団員は、分
列行進、通常点検、玉落とし放水競技などを規律
正しく勇敢に行われました。また、菊水ひまわり園
の幼年消防隊による演技や、年間優秀分団の表
彰を行われました。
　表彰などについては、以下のとおりです。

防火の誓い　～和水町消防出初式～

平成27年　和水町消防出初式表彰者

玉落とし放水競技

●熊本県消防協会　玉名郡支部長表彰（優良団員）

●和水町消防団　団長表彰（優良団員）

●熊本県知事　永年勤続功労章(勤続25年)

●熊本県消防協会　功績章（勤続20年）

●熊本県消防協会　勤績章（勤続15年）

「金栗四三杯」を受賞した神野大地選手

優勝めざし一斉にスタート！

菊水ひまわり園児による通常点検

１分団　菊水中央地区
２分団　菊水南地区
３分団　菊水東地区

４分団　菊水西地区
５分団　緑地区

６分団　神尾地区
７分団　春富地区

分　団

１分団
１分団
１分団
３分団
６分団
６分団
６分団

分　団

６分団
２分団
１分団
１分団
１分団
１分団
２分団
２分団
３分団
３分団
５分団
６分団
７分団
７分団
７分団
７分団
７分団

分　団

４分団
６分団
１分団
１分団
１分団
１分団
１分団

階　級

団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員

階　級

分団長
部　長
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員

階　級

部　長
部　長
団　員
団　員
団　員
団　員
団　員

氏　名

中山　和之
浦田　英治
石原　誠也
坂本　　誠
竹隈　誠也
末永　雅博
徳永　　宏

氏　名

本田　　茂
松石　　淳
満永　昌弥
中山　寛久
赤星　成一
米崎　　誠
深浦　重勝
中峯　弘信
松村　秀徳
有働　幸一
平　　和則
渕上　浩和
金栗　知幸
柿原　　勝
石井　　進
庄山　直紀
靏　　秀和

氏　名

中嶋　和美
福山　憲司
齊木　正剛
盛多　真生
豆塚　宣男
田尻　真一
友田　真生
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小林　直哉
水上　知磯
坂本　忠明
有働　　進
山﨑　大輔
今田　和郎
牧嶋　正和
荒木裕一朗
池田　直樹
山下喜三男
上原　　太
内原　雪利
北原　幸典
北原　義則
渕上　秀幸
川口　敬士
大塚　寛治
靏　　友和

氏　名

本田　　亨
庄山　憲敬
髙峰　　満
前田　朋彦
岡田　俊輔
古川　進一

氏　名

中島　史朗
船津　良太
田上　康太
松岡　善方
黒川賢一郎
隈部　雄軌
倉掛　祐二
古郷　貴之

●年間優秀分団の部
最優秀分団　４分団
２位　　　　３分団
３位　　　　１分団

●通常点検の部
１位　１分団
２位　４分団
３位　２分団

●玉落とし放水競技の部
１位　２分団
２位　６分団
３位　４分団

●年末警戒報告の部
１位　４分団第２部

（江栗・ 門）
２位　１分団第４部

（大江田・藤田・前原・中央団地）
３位　４分団第１部

（内田・長小田・久井原）
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